
ロータリー財団月間に因んで 

                            ロータリー財団委員会 委員長  

                         新堂 博 （大阪城北RC） 

  

                                                                                    

 ロータリー財団月間とは、クラブだけでなく、ロータリー会員一人ひとりが、ロータリーの活動に参加する 

よう強調するため、国際ロータリー（ＲＩ）理事会が指定した月間のことです。 

 

 【地区補助金とグローバル補助金の財源はロータリー会員からの寄付】 

 ロータリー財団には、クラブの社会奉仕や国際奉仕プロジェクトに対する補助金など、各クラブの活動を 

側面から支援し、活性化するプログラムのひとつにシェアシステムがあります。これを支える大きな柱が年 

次基金への寄付です。年次基金は資金運用され3年後に、元本と運用益の半分が国際財団活動資金(WF)に、 

残り半分が地区財団活動資金（DDF）に配分されます。 

 WFはグローバル補助金、ロータリー平和センターの維持費や奨学金などの資金となり、DDFはクラブが 

実施する地元や海外における奉仕活動を支える主な資金源となります。 

 各クラブによる奉仕プロジェクトは、ロータリアン各位の財団に対する毎年の寄付金があってこそ。 

 クラブとロータリアンの各年度の活動プログラムを支援するため、地区目標として年次基金寄付一人当た 

り$150、恒久基金寄付$30、及びベネフアクター寄付の継続的な財団への寄付をお願いします。 

 

【ポール・ハリス・ソサエティPHS入会のお願い】 

 ポール・ハリス・ソサエティ（PHS）は、毎年1,000米ドル以上を、年次基金、恒久基金、ポリオプラス基金 

などにご寄付くださる方を認証するプログラムで、財団に継続的な支援を寄せてくださる寄付者の方々に感 

謝の気持ちを示すことを目的としています。 

 2025年2月1日（土曜日）にはPHS会員の皆様とPHSに関心のある方々を対象とした、「ポール・ハリス・ソ 

サエティ顕彰式・懇親会」を予定していますので是非ご参加ください。 

  

【ロータリーとポリオ根絶活動、ポリオ・プラス・ソサエテイ（PPS）入会のお願い】 

 ポリオの根絶は、長年にわたってロータリー会員が力を注いでいる活動です。活動開始以来、世界の発症 

数は99.9％減っていますが、ポリオは未だに根絶には至っていません。残すはパキスタンとアフガニスタン 

の山深い国境と言われていますが、目標を実現するまであきらめることなく、ポリオが地球上から根絶され 

るまで活動は続きます。 

 根絶には多額の費用が必要です。そのためにも、ポリオプラス基金への寄付に関して、ロータリー会員の 

皆様には、一人当たり$50以上をお願いしております。 

 「･･･ポリオ根絶活動において、ゲイツ財団とロータリーとの長年のパートナーシップは不可欠となってき 

ました。ロータリアンなしではここまで来ることはできませんでした」。とはビル・ゲイツ氏の談。長年継 

続されてきたビル・メリンダ･ゲイツ財団からのロータリーの募金における2倍の上乗せは継続されます。 

 ポリオ根絶に向けて更なる寄付のお願いですが、ポリオプラス寄付に毎年100ドル以上をご支援下さるポ 

リオ・プラス・ソサエティ（PPS）への入会のご検討をお願いします。 

 (2024-25年度 RI2660地区 ガバナー月信11月号 より) 

当日は、わがクラブのほとんどのメンバーが参

列され、献花をされていました。 

会場には、思い出パネルとして、様々な写真が

展示され、その中には、わがクラブのメンバーと

の写真も数多く、井戸会員のロータリアンとし

ての長い歴史も垣間見れ喜ばしく思えました。 

井戸会員は、1967年わがクラブ設立と同時期

に、不二印刷株式会社の代表取締役に就任され、

以後2020年に名誉会長に就任されるまで50年以

上会社をけん引されてきました。当クラブにも

1979年に入会、2003年には会長職も歴任され、今

年で46年間という長い期間ロータリークラブの

活動に寄与されました。「不易流行」という言葉

を座右の銘とされ、仕事に趣味に多彩な才能を

発揮され、親しみやすいその性格もあってか、仲

間も多く参列者の数は驚くほどでした。私も、公

私に渡り、可愛がって頂きましたので、思い出は

尽きません。ご冥福をお祈りしたいと思います。 

悲しいお知らせが続きます。皆さんにも既報

の通り、一昨日12日、当クラブのメンバーであり

ます溝手悟会員がご逝去されました。少し前に

脳梗塞で入院されましたが、経過は良好と聞い

ていた矢先の出来事で、私も驚いています。通夜

告別式等につきましては、ご案内させて頂いた

かと思いますが、豊中加納会館にて、15日(金)18

時から通夜式、16日(土)12時半から告別式との事

です。本当にあっという間の出来事で、言葉も思

いつきません。 

溝手会員のご冥福をお祈りいたします。 

    ☆☆ １１月度の結婚記念日 ☆☆ 

 西井 幾雄  川原 和彦  橋本 守之 

 福原 哲晃  中川  政照  箕村 保 

                （以上敬称略） 

＊＊ 先 週 の 例 会 報 告 ＊＊ 

☆☆ 会 長 報 告 ☆☆ 

皆さん、こんにちは 

朝夕寒くなり、冬の気配を感じるようになっ

て参りました。 

本日は、大阪ロータリークラブの丹羽琢己様

ようこそお越しくださいました。また、故井戸会

員のご子息であり大阪ロータリークラブの井戸

剛様にもお越し頂いております、後ほど少しお

時間をお取りしますよろしくお願いいたしま

す。そして、約一か月ぶりに、ケガで入院療養さ

れておりました中川会員が例会出席頂いており

ます。また、その療養中に皆さんとの過去の色々

な写真を整理され、本日該当の方のトレイにプ

リントし入れて頂きました。手元が不自由な中、

誠のお手数をおかけしました。有難うございま

す。 

本日は、高松会員によります「創立57周年記念

卓話」です。高松会員は皆さんご存じの通り1978

年入会のわがクラブ古参のメンバーです。47年の

間には色々なことがあったかと思います。本日

の卓話楽しみにしています、後程よろしくお願

いいたします。 

先週8日金曜日に、故井戸幹雄会員のお別れの

会が、リーガロイヤル大阪にて開催されました。

☆☆ 今日のプログラム ☆☆ 

１）例 会 （2687回） 

２）ソング  四つのテスト 

３）卓 話 「布教」 

              望田 謙三会員 

 

次週（１１月２８日）のお知らせ 

１）例 会 （2688回） 

２）ソング  アルプス一万尺 

３）卓 話 「機能性食品『3』」 

              中村 修会員 

４）年次総会 次年度理事・役員選挙 

５）12月度定例理事会  
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例 会 毎週木曜日 12時30分 ヒルトン大阪 

会 長 平尾 彰彦  幹 事 小寺 寿矢  ｿﾝｸﾞ・ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ・広報委員長 荒木 幾夫

 

2024-2025年度RIテーマ 

＜四つのテスト＞１．真実かどうか ２．みんなに公平か ３．好意と友情を深めるか ４．みんなのためになるかどうか 

ロータリ財団月間 



最後になりますが、次年度理事役員につきま

して、本日までに候補者の推薦がございません

でした。先に指名委員会から指名されました 

次々年度会長候補者は、小寺寿矢会員、次年度、

副会長候補者：在本 茂会員、幹事候補者：坂口

雅俊会員、会計候補者：山本喬一会員 

理事候補者：望田謙三会員、仲西良浩会員、箕村

保会員、髙橋俊起会員、平尾彰彦会員が、現在指

名された候補者でございます。 

11月28日例会終了後の本年度のクラブ年次総

会におきまして、次年度理事役員の選挙を行い

ます。皆様ご出席の上、会員選任のご審議を、よ

ろしくお願いいたします。 

私からは、以上です。有難うございました。 

☆☆ 幹 事 報 告 ☆☆ 

① 大阪・関西万博開幕祭の出欠のご返事を事務

局までお願いいたします。 

② クリスマス家族会の出欠のご返事を事務局ま

でお願いいたします。 

③ 新入会員歓迎会の出欠のご返事を事務局まで

お願いいたします。 

④ 本日18：00より№2・3・5・7テーブル情報集会

が「光林坊」にて開催されます。関係各位よろ

しくお願いいたします。 

⑤ 本日例会終了後に記念写真撮影を行いますの

で宜しくお願いいたします。 

  ☆☆ にこにこ箱 ☆☆ 敬称を略す 

このたびは、父 井戸幹雄の「お別れ会」にた

くさんの方にご参列いただき誠にありがとうご

ざいました。皆様のおかげで、ロータリーが大

好きだった父も安らかに旅立つことができたこ

とと存じます。 

ご多忙の中、わざわざお越しいただきましたこ

と、心より感謝申し上げます。また、温かいお

言葉やご厚情を賜り、大変励まされました。 

今後とも変わらぬご交誼を賜りますようお願い

申し上げます。 

       大阪ロータリークラブ 井戸 剛 

ビジター参加させていただきます 

         大阪ロータリークラブ 丹羽 琢己 

本日の卓話よろしく！ 髙松 貞彦 

10ヵ年自祝 髙橋 俊起 

溝手さんを偲びご冥福をお祈りします 

 郡 悦清 

溝手会員の御冥福をお祈り致します 中村 健輔 

溝手会員の御冥福をお祈り致します 在本 茂 

溝手さんお世話になりありがとうございまし

た。ご冥福をお祈り申し上げます。 山本 喬一 

溝手さん長い間の付き合い有難うございまし

た。ゆっくり休んで下さい。 石田 道夫 

溝手様のご冥福をお祈り申し上げます 

 西浦 司 

溝手会員 お悔やみ申し上げます 髙田 肇        

溝手さんを偲びご冥福をお祈りします 

 中村 修 

溝手会員のご逝去を悼みつつしんでご冥福をお

祈りいたします 平尾 彰彦 

溝手会員のご冥福をお祈り申し上げます 

 寺杣 晃一 

溝手さんお世話になりました。有難う御座居ま

した 髙橋 俊起 

溝手先輩いつもニコニコと有難うございました

 小寺 寿矢           

令和6年11月14日  合計金   86,000円 

          累計金 776,000円 

☆☆ 先週（11 月 14 日）の卓話 ☆☆ 

創立57年周年記念卓話 

「創立57周年に想う」 

髙松 貞彦会員 

京阪電気鉄道の天満橋駅から淀屋橋駅までの

延伸工事が1963年に完了と同時に京阪電鉄、松坂

屋百貨店、竹中工務店3社出資による現在の京阪

シティモール天満橋駅ビルが完成。日本橋3丁目

から移転してきた松坂屋百貨店が営業を開始し

たのは1966年のことでした。 

それからおおよそ1年、1967年11月4日大阪天満

橋ロータリークラブが誕生するのです。大阪

ロータリークラブを親クラブとして、大阪ロー

タリークラブから露口四郎特別代表を迎え、例

会場は松坂屋百貨店8階、例会日は毎週土曜日

12：30～13：30、京阪電気鉄道株式会社（当時）

から長岡栄吉氏を初代会長に、チャーターメン

バー31人でスタートしたのでした。しかし、当ク

ラブが市内唯一の土曜日例会開催のクラブで

あったことからメークアップのお客様が年々増

加、100名を超えてお越しになる日も珍しくなく、

会務の進行上支障が出はじめ、1987年4月2日がホ

テルヒルトン木曜日の例会が初例会となりまし

た。 

 ☆☆ 出 席 報 告 ☆☆（ ）内は会員総数を基準とした値 

国内ビジター  2名 会員総数 42名 

国内ゲスト   0名 会員出席 27名(39名) 

外国ビジター  0名  16名 

外国ゲスト    0名 会員欠席 12名 

11月14日の出席率 69.23％ 

5週間前（10月17日）の 

出席率 71.43％ 

3名（欠席者13名) 

－－No.2・3・5・7テーブル情報集会－－ 

11月14日、北浜光林房において、No.2、3、5、

7の4テーブルの情報集会を開催しました。 

平尾会長のあいさつの後、中村健輔テーブル

マスターが、従来の形式の情報集会をしましょ

うとの宣言で会が始まりました。 

季節を感じる懐石料理に舌鼓をうちお酒も楽

しみながら親睦をはかりました。会の後半は全

会員が近況などを発表しあい、笑いや突っ込み

が入り和気あいあいと楽しい時間を過ごしまし

た。最後に中島会長エレクトが「とにかく元気で

ロータリーを楽しみましょう」と会を締めてい

ただきました。 

情報集会は、シカゴＲＣが始めた、炉辺会合が

ルーツで、新会員の同化や親睦、情報交換、ロー

タリーの推進などを目的とされています。入会

歴の浅い会員の参加が望まれます。 

 

 

☆☆ 本日のランチメニュー ☆☆ 

ビーフカレー  

ミックスグリーンサラダ 

フルーツ取り合わせ 

コーヒーまたは紅茶 
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赤い羽根共同募金 

 11月14日例会場にて赤い羽根共同募金活動を

させて頂き会員各位より30,000円をご寄付頂き

ました。ご協力に心より感謝申し上げます。 

             社会奉仕委員会 

溝手会員を偲んで 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

溝手会員は2002年に当クラブに入会、22年

間あの独特の明るいキャラで多くの人に好か

れた方でした。 

私は40年来の付き合いをさせて頂き、良く

旅行やゴルフをご一緒させて頂きました。カ

ラオケが嫌いで、無理強いされても土下座し

て拒否されてきましたが、60歳を境に社交ダ

ンスを始められてから人が変わったようにマ

イクを離さ無いカラオケ大好き人間に大変身。

何処に行ってもカラオケとダンス、特に印象

に残っているのがロータリーの国際大会にて

金髪の母娘と言葉も通じないのに堂々と踊ら

れていたのには驚き、ダンスにも言葉の壁が

無いんだと思いました。 

踊りと言えばゴルフでパターするときも

“ヨッシャ”と声を出して独特の踊りを見せ

て頂いたのも昨日のように思い出されます。

数々の踊りや歌を見ることが出来なくなり凄

く残念であり寂しい限りです。若い時に一代

で会社を立ち上げ精一杯頑張って来られたの

で、どうぞゆっくり休んでくださいませ。 

ご冥福を会員一同お祈り申し上げます。 

              石田 道夫 


